
ＲＰＰＣメール 

リサイクルポート推進協議会 

  

            第５８７号（平成２７年７月１５日発行）  

【今週号の主な内容】  

  

 ■《今週の報道発表》     

   ★平成 26 年度エコシップ・モーダルシフト優良事業者表彰について 

  ■《RPPC 事務局からのお知らせ》    

    １．汚染土壌事業化ＰＴの次回ＷＧの開催について 

 ■《リサイクルポートに関連する最新の情報》 

  １．国土交通省、新たな社会資本整備重点計画（第４次）の素案を提示 

  ２．小名浜港で次期改訂港湾計画の検討開始 

  ３．浚渫土砂と高炉スラグによる環境に優しいブロック製作技術 

  ４．中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術検討会（第１回）を開催 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

《今週の報道発表》     

  

平成 26 年度エコシップ・モーダルシフト優良事業者表彰について 

  

詳細については、下記にてご確認ください。 

 http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji03_hh_000059.html 

 【国土交通省 H27 年 7 月 13 日】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

《RPPC 事務局からのお知らせ》 

  

1.汚染土壌事業化ＰＴの次回ＷＧの開催について 

  

下記日時にて開催予定となっておりますのでご確認ください。 

  

               記 

  

日 時：平成 27 年 7月 28 日（火）  

     １３：３０～１４：３０ WG②，⑥ 

     １４：３０～１５：３０ WG③・④ 

     １５：３０～１６：３０ WG① 

  

【事務局】 

 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji03_hh_000059.html


《リサイクルポートに関連する最新の情報》 

  

１．国土交通省、新たな社会資本整備重点計画（第４次）の素案を提示 

  国土交通省は７月３日に開催した「社会資本整備審議会・交通政策審議会計画部会合同会議」 

で、２０２０年までを計画期間とする新たな社会資本整備重点計画（第４次）の素案を提示した 

。今月 24 日に開催する次回会合で原案をまとめ、パブリックコメントを行い、秋頃に閣議決定す 

る。 

 重点目標の一つには「民間投資を誘発し、経済成長を支える基盤を強化する」を挙げており、 

これに対応する政策パッケージとして「大都市圏の国際競争力の強化」、を掲げている。港湾・ 

空港など国際交流拠点の機能拡充・強化等を図ることとし、重点施策の方向として、国際コンテ 

ナ戦略港湾（京浜港・阪神港）の取組みを促進する。 

  

 【港湾空港タイムス】 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

２．小名浜港で次期改訂港湾計画の検討開始 

 福島県は小名浜港の港湾計画見直しに向けた検討を今年度から始める。小名浜港の現行の港湾 

計画は平成 15 年に改訂されているが、既に 12 年を経過しているほか、東日本大震災の影響による 

地域経済や社会情勢の変化に伴い、同港を取り巻く環境も大きく変化している。 

 県では今後、長期構想検討委員会を立ち上げて検討を進め、28 年度には改訂計画案について議 

論する予定。石炭取扱の増加や港湾施設の土地利用などが検討テーマになる見込み。 

  

 【港湾空港タイムス】 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

３．浚渫土砂と高炉スラグによる環境に優しいブロック製作技術 

  九州大学大学院工学研究院の平澤充成教授らは、浚渫土砂を用いた環境に優しいブロック製作 

技術の開発を進めている。航路・泊地の維持浚渫で発生する浚渫土砂については土砂処分場が飽 

和状態になっており、浚渫土砂を有効活用する取組が求められている。 

 平澤教授らは浚渫土砂に高炉スラグ微粉末等を混ぜて脱水固化体を製作し、環境に優しいブロ 

ック製作技術を開発する。同研究はＳＣＯＰＥの研究開発助成を受けて実施中で、このほど開か 

れた 26 年度成果報告会で研究内容の概要を平澤教授が説明した。 

  

【港湾空港タイムス】 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

４．中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術検討会（第１回）を開催 

 環境省は７月２１日 TKP 赤坂駅カンファレンスセンターにおいて、中間貯蔵除去土壌等の減容・ 

再生利用技術開発戦略検討会（第１回）を開催する。 

 国は中間貯蔵開始後３０年以内に、福島県外で最終処分を完了するために必要な措置を講ずる 

こととしていることを踏まえ、除去土壌等の減容・再生利用に係る技術開発戦略、再生利用の促進 

に係る事項等について検討を行う。議題は▽減容技術の現状と課題、▽再生利用に関する課題等。 



聴講申し込みは７月１５日１７時必着。詳細は環境省ホームページ。 

電子メールアドレス：fukushima_kentoukai@jaea.go.jp 

  

【港湾空港タイムス】 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 
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 発行者：RPPC 広報部会  

 部会長：徳田 英司   新日鐵住金（株） 

 部会員：山崎 和宣      五洋建設（株）  

     木村 竜也      東京都   

     梅木 重光      (株)酒田港リサイクル産業センター  

     紫牟田 和隆  光和精鉱(株) 

     新谷 聡    りんかい日産建設（株）  

 リサイクルポート推進協議会事務局 一般財団法人みなと総合研究財団（内）  

 担当：本野、井手、榎並 URL：www.rppc.jp  E-mail：rppc_jimukyoku@wave.or.jp   

 ※会員主催や会員に関係した催し物（セミナーなど）の情報がありましたらご連絡下さい。  

  開催案内等の情報をメールマガジンで配信いたします。 

 ※メールマガジンに対する意見、要望がありましたらご連絡下さい。 

 ※メルマガ配信先に変更がある場合は事務局までご連絡下さい。 
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